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1. 2022年3月期第1四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第1四半期 26,320 ― 524 ― 603 ― 418 ―

2021年3月期第1四半期 20,819 △31.8 △70 ― △17 ― △55 ―

（注）包括利益 2022年3月期第1四半期　　520百万円 （390.5％） 2021年3月期第1四半期　　133百万円 （△24.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第1四半期 42.80 ―

2021年3月期第1四半期 △5.73 ―

(注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を当第1四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年3月期第1四半期
に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第1四半期 59,574 24,351 40.9 2,490.17

2021年3月期 59,275 24,075 40.6 2,461.90

（参考）自己資本 2022年3月期第1四半期 24,351百万円 2021年3月期 24,075百万円

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を当第1四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年3月期第1四半期
に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 5.00 ― 25.00 30.00

2022年3月期 ―

2022年3月期（予想） 25.00 ― 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 53,282 ― 508 497.6 571 296.5 387 486.4 39.61

通期 111,866 ― 1,193 43.4 1,330 31.7 911 45.3 93.24

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期1Q 11,103,500 株 2021年3月期 11,103,500 株

② 期末自己株式数 2022年3月期1Q 1,324,312 株 2021年3月期 1,324,212 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期1Q 9,779,238 株 2021年3月期1Q 9,769,271 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料P2「１.当四半期決算に関する定性的情報　（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当社グループは、当第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020

年３月31日）等を適用しております。そのため、当第１四半期連結累計期間における経営成績に関する説明は、売

上高については前第１四半期連結累計期間と比較しての増減額及び前年同期比（％）を記載せずに説明しておりま

す。 

 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の再拡大により依然として経済活

動が抑制されており、新型コロナワクチン接種の進展による効果が期待される一方で、変異株拡大に伴う景気の先

行き不透明な状況は続いております。 

 当社グループを取り巻く環境では、鋼材市況が上昇傾向を辿り、また国内自動車生産においても回復の兆しが少

しずつみられるようになりました。 

 こうした状況を的確に捉え、当社グループの経営理念である「常にお客様から第一に求められる企業」を念頭

に、より付加価値のあるサービスの向上に努めて邁進してまいりました。 

 また、今年度は第９次中期経営計画の最終年度となり、その目標を着実に完遂すべく当社グループは一丸となっ

て取り組んでまいりました。 

 その結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は263億20百万円となりました。また、利益面に

おいては鋼材価格の上昇が寄与したことにより、営業利益は５億24百万円（前年同期は、営業損失70百万円）、経

常利益は６億３百万円（同、経常損失17百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億18百万円（同、親会

社株主に帰属する四半期純損失55百万円）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

(資産）

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は464億88百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億63百万円

増加しました。これは主に現金及び預金の減少40億73百万円、売上債権（受取手形及び売掛金、電子記録債権）の

増加23億２百万円、商品の増加17億69百万円等によるものであります。固定資産は130億81百万円となり、前連結

会計年度末に比べ１億37百万円増加しました。これは主に投資有価証券の時価の上昇による増加１億53百万円によ

るものであります。

 この結果、総資産は595億74百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億99百万円増加しました。

(負債）

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は280億45百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億79百万円

増加し、固定負債は71億77百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億56百万円減少しました。これは主に１年内

償還予定の社債５億円と１年内返済予定の長期借入金５億円を、固定負債から流動負債へ振替えたことによるもの

であります。

 この結果、負債は352億23百万円となり、前連結会計年度末に比べ23百万円増加しました。

(純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産は243億51百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億76百万円増

加しました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上４億18百万円、配当金の支払２億44百万円、そ

の他有価証券評価差額金の増加１億６百万円によるものであります。

 この結果、自己資本比率は40.9％（前連結会計年度末は40.6％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 2022年３月期における第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、当初のものを上回る見込み

であります。

 鋼材の市中在庫の逼迫が顕在化しており、それに伴い鋼材市況が上昇し、この先の市況動向を見極めることが難

しい状況ではありますが、今後の業績数値を現在精査しており、開示可能となった時点で速やかに公表いたしま

す。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2021年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,939,842 2,866,103 

受取手形及び売掛金 20,345,334 21,489,706 

電子記録債権 8,508,311 9,666,787 

商品 10,438,356 12,207,944 

その他 96,561 261,521 

貸倒引当金 △2,885 △3,118 

流動資産合計 46,325,521 46,488,945 

固定資産    

有形固定資産 6,729,266 6,719,689 

無形固定資産 45,187 43,186 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,735,131 5,888,672 

その他 441,772 437,148 

貸倒引当金 △7,494 △7,297 

投資その他の資産合計 6,169,409 6,318,523 

固定資産合計 12,943,863 13,081,399 

繰延資産 6,272 4,653 

資産合計 59,275,657 59,574,997 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2021年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2021年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 10,151,880 10,435,226 

電子記録債務 2,362,333 2,490,491 

短期借入金 11,900,000 11,600,000 

１年内償還予定の社債 1,000,000 1,500,000 

１年内返済予定の長期借入金 516,800 1,016,800 

未払法人税等 144,811 161,116 

賞与引当金 204,757 111,804 

その他 685,656 730,005 

流動負債合計 26,966,239 28,045,445 

固定負債    

社債 1,500,000 1,000,000 

長期借入金 4,887,200 4,258,000 

その他 1,846,546 1,919,693 

固定負債合計 8,233,746 7,177,693 

負債合計 35,199,986 35,223,138 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,310,000 2,310,000 

資本剰余金 1,802,654 1,802,654 

利益剰余金 17,023,168 17,197,214 

自己株式 △1,056,091 △1,056,172 

株主資本合計 20,079,731 20,253,696 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,884,298 2,990,311 

土地再評価差額金 977,583 977,583 

退職給付に係る調整累計額 134,057 130,266 

その他の包括利益累計額合計 3,995,940 4,098,162 

純資産合計 24,075,671 24,351,858 

負債純資産合計 59,275,657 59,574,997 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2020年４月１日 
 至 2020年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2021年４月１日 

 至 2021年６月30日) 

売上高 20,819,757 26,320,045 

売上原価 19,842,473 24,609,324 

売上総利益 977,284 1,710,720 

販売費及び一般管理費 1,047,634 1,185,990 

営業利益又は営業損失（△） △70,349 524,729 

営業外収益    

受取利息 68 31 

受取配当金 66,443 74,172 

仕入割引 12,211 15,869 

持分法による投資利益 － 1,191 

受取賃貸料 15,717 26,415 

雑収入 12,928 7,706 

営業外収益合計 107,368 125,387 

営業外費用    

支払利息 16,302 14,650 

売上割引 10,181 10,739 

持分法による投資損失 15,171 － 

賃貸費用 7,690 17,591 

雑損失 4,866 3,851 

営業外費用合計 54,212 46,833 

経常利益又は経常損失（△） △17,193 603,283 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△17,193 603,283 

法人税、住民税及び事業税 4,273 153,077 

法人税等調整額 34,495 31,677 

法人税等合計 38,768 184,754 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △55,962 418,528 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△55,962 418,528 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
－ － 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 183,746 106,172 

退職給付に係る調整額 5,766 △3,790 

持分法適用会社に対する持分相当額 △186 △160 

その他の包括利益合計 189,325 102,222 

四半期包括利益 133,363 520,751 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 133,363 520,751 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

 これにより、顧客との約束が財又はサービスを他の当事者によって提供されるように手配する履行義務である

場合には、代理人として純額で収益を認識しております。また、買戻し義務を負っている有償支給取引について

は、金融取引として有償支給先に残存する支給品の期末棚卸高について「商品」を認識するとともに、有償支給

先から受け取る対価について「有償支給に係る負債」を認識しております。

 この結果、従前の会計処理と比較して、当第１四半期連結累計期間の売上高及び売上原価はそれぞれ34億29百

万円減少し、また、商品及び流動負債その他はそれぞれ２億３百万円増加しております。 

 収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。なお、利益剰余金期首残高に与える影響は軽微で

あります。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

 「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、これによる四半期連結財

務諸表に与える影響はありません。

 

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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